
小
津
安
二
郎
と
河
合
武
夫

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
﹃
浮
草
﹄

尾

西

康

充

ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
社
会
で
上
映
さ
れ
た
、
は
じ
め
て
の
邦
画
は
﹃
日

蓮
上
人
一
代
記
﹄
︵
一
九
一
八
年
日
活
︶
と
﹃
赤
垣
源
蔵
﹄
︵
一
九
二
四
年
日
活
︶

で
あ
っ
た
。
一
九
二
六
年
八
月
五
日
、
熊
本
県
海
外
協
会
に
よ
っ
て
サ
ン

パ
ウ
ロ
の
中
山
旅
館
で
試
写
さ
れ
た
。
小
津
安
二
郎
の
作
品
は
、
南
米
興

行
に
よ
っ
て
一
九
五
一
年
四
月
二
七
日
﹃
晩
春
﹄
︵
一
九
四
九
年
松
竹
︶
、
日

伯
興
行
に
よ
っ
て
同
年
一
〇
月
二
九
日
﹃
宗
方
姉
妹
﹄︵
一
九
五
〇
年
新
東
宝
︶

が
上
映
さ
れ
て
い
る
。
﹃
晩
春
﹄
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
訳
は
、
広
津
和
郎
の

原
作
﹃
父
と
娘
﹄
と
同
じ
意
味
の
︽
O
P
A
I
E
F
IL
H
A
︾
で
あ
っ
た
。
主

演
原
節
子
の
セ
リ
フ
に
新
鮮
な
現
代
日
本
語
を
感
じ
た
と
い
う
映
画
評
が

ブ
ラ
ジ
ル
の
邦
字
紙
に
掲
載
さ
れ
た
。
細
川
周
平
氏
は
﹁
こ
の
よ
う
に
脚

本
や
映
像
で
は
な
く
、
セ
リ
フ
の
発
音
の
現
代
性
を
﹃
晩
春
﹄
に
見
い
だ

し
た
と
い
う
批
評
は
、
た
ぶ
ん
日
本
国
内
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
﹂
と
指
摘

す
る
。
そ
し
て
﹁
七
〇
年
代
に
は
日
本
語
が
聞
け
る
と
い
う
の
が
、
一
世

に
と
っ
て
の
日
本
映
画
の
大
き
な
楽
し
み
に
な
っ
た
。
台
詞
回
し
で
は
な

く
、
日
本
語
の
音
そ
の
も
の
に
反
応
す
る
の
は
移
民
文
化
の
特
徴
だ
ろ

う
﹂
と
い
う

︵
１
︶

。

輝
く
女
性
が
出
演
す
る
小
津
作
品
に
魅
了
さ
れ
た
日
本
人
移
民
の
一
人

に
、
河
合
武
夫
が
い
た
。
ま
ず
河
合
の
経
歴
を
振
り
返
っ
て
お
こ
う
。
河

合
は
一
九
〇
六
年
四
月
三
〇
日
多
気
郡
多
気
町
五
桂
の
河
合
武
八
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。
河
合
の
実
家
は
河
武
醸
造
を
営
む
素
封
家
で
あ
っ

た
。
一
九
二
五
年
八
月
二
〇
日
第
五
三
回
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
船
﹁
し
か
ご

丸
﹂
に
て
サ
ン
ト
ス
港
に
着
い
た
。
同
船
し
て
い
た
移
民
監
督
古
関
徳
弥

に
兄
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
古
関
の
兄
富
弥
に
紹
介
さ
れ
、
ノ
ロ
エ
ス
テ

線
バ
ウ
ル
ー
の
サ
ン
・
ル
イ
ス
耕
地
に
あ
る
邸
宅
直
属
の
果
樹
菜
園
で
働

く
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
同
地
を
一
カ
月
で
飛
び
出
し
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市

に
出
て
聖
州
義
塾
に
入
っ
た
。
聖
州
義
塾
と
は
、
小
林
美
登
利
に
よ
っ
て

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
に
は
じ
め
て
創
設
さ
れ
た
、
寄
宿
舎
が
併
設
さ
れ
た
日
系

人
教
育
機
関
で
あ
っ
た
。
小
林
は
同
志
社
大
学
を
卒
業
し
て
い
た
が
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
長
老
派
教
会
系
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
大
学
に
入
学
し
、
キ
リ

ス
ト
教
会
を
通
じ
て
人
脈
を
広
げ
て
い
た

︵
２
︶

。
河
合
も
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
工
科

大
学
土
木
科
を
卒
業

日
系
人
最
初
の
工
学
学
士
で
あ
っ
た
。
一
九
三
三

年
末
に
一
時
帰
国
、
大
阪
大
学
で
統
計
学
を
聴
講
す
る
が
、
一
九
三
七
年

﹁
さ
ん
と
す
丸
﹂
の
移
民
輸
送
助
監
督
と
し
て
再
渡
伯
。
ブ
ラ
ジ
ル
拓
殖

組
合
に
入
社
、
ピ
リ
ア
ニ
ッ
ト
植
民
地
の
測
量
を
担
当
し
た
。
翌
三
八
年

三
七



東
山
企
業
鉱
山
部
に
入
社
、
ア
ピ
ア
イ
鉱
山
副
長
と
し
て
鉱
山
開
発
事
業

に
従
事
し
た
。
古
関
徳
弥
夫
妻
の
媒
酌
に
よ
っ
て
、
チ
エ
テ
移
住
地
の
斎

藤
真
平
の
二
女
す
ま
子
と
結
婚
。
四
一
年
一
二
月
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す

る
と
東
山
企
業
を
失
職
す
る
。
四
三
年
コ
チ
ア
産
業
組
合
に
土
建
技
師
と

し
て
就
職
、
工
事
責
任
技
師
を
経
て
施
設
企
画
室
長
、
理
事
会
補
佐
を
歴

任
し
た
。
下
元
健
吉
専
務
理
事
の
も
と
で
コ
チ
ア
産
業
組
合
の
業
務
に

二
六
年
に
わ
た
っ
て
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

戦
後
に
な
る
と
、
日
系
人
社
会
で
は
祖
国
に
帰
る
こ
と
を
夢
み
る
の
で

は
な
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
骨
を
埋
め
る
覚
悟
を
決
め
る
べ
き
だ
と
い
う
声
が

高
ま
る
。〝
日
系
コ
ロ
ニ
ア
〟
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
は
じ
め
た
の
は
こ

の
頃
で
あ
っ
た
。
日
系
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
新
し
い
自
己
理
解
を
求
め
る

声
に
応
え
る
べ
く
、
四
六
年
日
系
人
知
識
層
が
集
ま
っ
て
土
曜
会
が
結
成

さ
れ
る
。
土
曜
会
は
六
五
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
会
に
発
展
す

る
。
河
合
は
安
藤
潔
︵
ア
ン
ド
ウ
・
ゼ
ン
パ
チ
︶
、
半
田
知
雄
、
斎
藤
広
志
、

鈴
木
悌
一
た
ち
と
と
も
に
土
曜
会
発
足
時
か
ら
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
で

あ
っ
た
。

＊

＊

河
合
武
夫
が
三
重
県
立
宇
治
山
田
中
学
︵
現
宇
治
山
田
高
校
︶
に
在
籍
し

て
い
た
頃
、
三
学
年
上
に
小
津
安
二
郎
が
い
た
。
国
鉄
佐
奈
駅
か
ら
乗
車

し
た
河
合
の
前
に
は
、
松
阪
駅
か
ら
通
学
し
て
い
た
小
津
が
立
ち
は
だ

か
っ
て
い
た
。
当
時
の
様
子
を
回
想
し
た
一
文
を
紹
介
し
て
み
よ
う
。

汽
車
通
学
を
し
て
い
た
僕
は
、
同
じ
く
汽
車
で
往
復
す
る
小
津
ら

数
名
か
ら
生
意
気
だ
と
い
う
い
い
掛
り
で
、
列
車
の
洗
面
室
に
呼
び

込
ま
れ
て
大
分
殴
ら
れ
た
が
、
中
学
で
三
年
も
の
上
級
生
、
し
か
も

何
人
か
に
囲
ま
れ
て
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。

親
に
も
た
た
か
れ
た
覚
え
の
な
い
大
事
な
面
を
殴
ら
れ
た
の
は
余

程
応
え
た
と
見
え
、
ひ
そ
か
に
期
す
る
所
あ
っ
て
、
海
軍
ナ
イ
フ
を

手
に
入
れ
て
そ
れ
か
ら
い
つ
も
手
放
な
さ
な
か
っ
た
が
、
幸
い
、
そ

の
後
殴
ら
れ
る
機
会
も
な
く
な
っ
て
無
事
に
す
ん
だ
。
あ
の
時
の
こ

と
を
思
う
と
、
今
で
も
腹
に
据
え
か
ね
る
。
中
学
時
代
た
っ
た
一
つ

の
自
慢
に
な
る
思
い
出
は
、
五
年
に
進
級
し
た
時
、
同
級
生
を
集
め

て
、
悪
例
と
な
っ
て
い
る
こ
の
下
級
生
を
し
ぼ
る
︵
殴
る
︶
こ
と
を
、

一
切
止
そ
う
と
い
う
申
合
わ
せ
に
成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。

︵
﹁
中
学
物
語
﹂
、
﹁
日
伯
毎
日
新
聞
﹂
一
九
六
二
年
九
月
四
日
︶

河
合
は
渡
伯
し
て
か
ら
も
長
い
間
、
柔
道
部
の
猛
者
で
あ
っ
た
小
津
を

恨
ん
で
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
つ
ら
い
体
験
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が

一
九
九
〇
年
三
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
日
本
人
映
画
監
督
と
し
て
は
じ
め
て

に
な
る
小
津
安
二
郎
の
回
顧
上
映
会
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
小
津

の
代
表
作
一
一
本
︵
上
映
順
に
﹃
生
ま
れ
て
は
み
た
け
れ
ど
﹄
﹃
秋
刀
魚
の
味
﹄
﹃
一

人
息
子
﹄﹃
東
京
物
語
﹄﹃
晩
春
﹄﹃
麦
秋
﹄﹃
彼
岸
花
﹄﹃
秋
日
和
﹄﹃
小
早
川
家
の
秋
﹄﹃
お

茶
漬
の
味
﹄
﹃
浮
草
﹄
︶
が
三
月
九
日
か
ら
一
八
日
ま
で
の
間
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

の
ブ
ラ
ジ
ル
・
シ
ネ
マ
テ
ッ
カ

︱

開
館
一
周
年
記
念
行
事

︱

に
て
日
本

国
際
交
流
基
金
共
催
、
日
本
総
領
事
館
後
援
で
上
映
さ
れ
た
。
そ
れ
ら

三
八

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
二
十
七
号
・
二
〇
一
六
年
六
月



一
一
本
の
う
ち
、
五
本
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
六
本
に
英
語
、
一
本
に
ス
ペ

イ
ン
語
の
字
幕
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
と
き
井
上
和
男
監
督
﹃
生
き

て
は
み
た
け
れ
ど
・
小
津
安
二
郎
伝
﹄
も
あ
わ
せ
て
上
映
さ
れ
た
。
﹁
日

伯
毎
日
新
聞
﹂
︵
一
九
九
〇
年
三
月
一
五
日
︶
に
よ
れ
ば
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

﹁
初
日
か
ら
多
数
の
観
客
が
押
し
か
け
る
大
盛
況
﹂
を
み
せ
、
さ
ら
に
六

本
が
追
加
上
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
﹁
入
場
時
に
混
雑
す
る
場
合
が

あ
る
た
め
、
上
映
開
始
時
間
の
一
時
間
前
に
整
理
券
を
受
け
取
る
よ
う

に
﹂
と
い
う
注
意
が
喚
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
回
顧
上
映
会
は
サ
ン
パ
ウ

ロ
に
続
い
て
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
ク
リ
チ
バ
、
ポ
ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
、

マ
ナ
ウ
ス
、
ブ
ラ
ジ
リ
ア
、
レ
シ
フ
ェ
を
巡
回
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
小
津
映
画
イ
ベ
ン
ト
に
、
河
合
が
出
か
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

先
日
来
フ
ン
ダ
ッ
ソ
ン
・
ジ
ャ
ポ
ン
︵
国
際
交
流
基
金
︶
の
肝
煎
り

で
映
画
監
督
小
津
安
二
郎
の
作
品
が
引
き
続
き
上
映
さ
れ
た
ら
し
い

が
、
筆
者
は
﹁
あ
と
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
﹂
で
、
ど
う
し
て
も
見

る
気
が
し
な
く
、
そ
っ
ぽ
う
︵
外
方
︶
を
向
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
女

房
や
娘
た
ち
は
頗
る
好
評
で
、
特
に
ラ
イ
オ
ン
、
狸
な
ど
と
わ
が
中

学
時
代
の
諸
先
生
の
仇
名
づ
く
し
が
登
場
し
た
り
す
る
ら
し
い
コ
メ

ン
ト
を
聞
く
う
ち
に
気
が
変
っ
て
、
一
夜
近
く
の
シ
ネ
マ
テ
ッ
カ

︵
フ
ラ
ジ
キ
・
コ
ウ
チ
ン
ニ
ョ
街
︶
の
映
画
館
に
出
掛
け
た
。

出
し
も
の
は
﹁
浮
き
草
﹂
と
題
す
る
ド
サ
廻
り
の
し
が
な
い
劇
団

に
生
ず
る
内
紛
を
語
る
も
の
で
、
わ
が
郷
里
に
近
い
熊
野
灘
の
漁
港

尾
鷲
︵
お
わ
せ
︶
あ
た
り
の
ロ
ケ
ら
し
く
、
旅
興
行
次
の
予
定
は
新

宮
で
あ
っ
た
り
、
不
況
の
た
め
わ
び
し
い
劇
団
は
解
散
に
瀕
し
て
、

新
し
い
パ
ト
ロ
ン
を
桑
名
の
町
に
見
つ
け
た
り
で
、
郷
土
訛
り
の
会

話
が
口
を
つ
い
で
出
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
画
面
も
演
技
も
ほ
の
ぼ
の
と
滲
み
出
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
感
触
を
加
え
て
う
っ
と
り
と
な
る
程
見
事
な
の
で
あ
る
…
…
。

す
っ
か
り
よ
い
気
分
に
な
っ
て
帰
宅
し
た
ら
、
建
築
科
を
出
て
パ
イ

ザ
ジ
ズ
モ
︵
著
者
注
：
庭
園
設
計
︶
を
専
門
と
す
る
次
女
か
ら
﹁
小
津

の
芸
術
が
パ
パ
イ
︵
著
者
注
：
父
親
︶
の
七
十
年
に
わ
た
る
心
の
屈
託

を
解
き
ほ
ぐ
し
た
…
﹂
と
喜
ば
れ
た
。

︵
﹁
ご
ま
め
の
歯
ぎ
し
り
﹂
、
﹁
日
伯
毎
日
新
聞
﹂
一
九
九
〇
年
四
月
三
日
︶

河
合
は
小
津
作
品
に
す
っ
か
り
魅
惑
さ
れ
、
積
年
の
恨
み
も
一
瞬
に
し

て
晴
ら
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
﹁
浮
草
﹂
は
小
津
が
三
重
県
内
で
ロ
ケ
を

お
こ
な
っ
た
唯
一
の
作
品
で
、
一
九
五
九
年
八
月
一
九
日
か
ら
二
八
日
ま

で
志
摩
市
大
王
町
の
波
切
を
中
心
に
撮
影
さ
れ
た
。

＊

＊

武
夫
の
長
兄
秀
夫
は
一
八
九
五
年
生
ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
農
学
部
に

在
学
中
、
新
人
会
に
所
属
し
た
。
大
学
卒
業
後
は
帰
郷
し
、
農
民
組
合
運

動
と
水
平
社
運
動
に
参
加
す
る
。
松
阪
は
当
時
、
労
働
者
と
農
民
、
被
差

別
部
落
民
が
共
闘
す
る
︽
三
角
同
盟
︾
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
秀
夫
は
、
日

本
農
民
組
合
三
重
県
連
合
会
と
三
重
県
水
平
社
の
合
同
機
関
紙
﹁
愛
国
新

三
九

小
津
安
二
郎
と
河
合
武
夫



聞
﹂
を
一
九
二
三
年
に
創
刊
し
、
組
織
の
活
動
を
無
産
階
級
運
動
に
導
い

て
ゆ
く
。
二
五
年
神
戸
に
あ
っ
た
日
農
総
本
部
の
書
記
に
就
任
、
二
八
年

第
一
回
普
選
で
労
働
農
民
党
か
ら
三
重
県
第
二
区
の
候
補
者
と
な
る
が
落

選
す
る
。
こ
の
間
、
二
六
年
七
月
新
潟
の
争
議
調
査
で
検
挙
、
二
七
年

一
〇
月
昭
和
天
皇
御
大
典
予
備
検
束
で
検
挙
さ
れ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
武
夫

に
送
ら
れ
た
秀
夫
か
ら
の
書
簡
の
一
部
は
、
田
中
慎
二
氏
︵
サ
ン
パ
ウ
ロ
人

文
研
理
事
︶
が
保
管
し
て
い
る
。
一
九
二
六
年
一
二
月
、
二
七
年
三
月
八

日
、
一
一
月
二
、
二
七
日
、
一
九
三
七
年
前
期
、
一
九
四
一
年
五
月
二
三

日
、
年
不
明
一
一
月
一
八
日
の
合
計
七
通
で
あ
る
。
秀
夫
は
﹁
蝸
牛
の
よ

う
な
日
本
の
中
の
狭
い
k
o
b
e
に
、
警
察
の
圧
迫
と
戦
っ
て
お
る
私
を
大

声
を
あ
げ
て
笑
っ
て
く
れ
。
青
春
と
健
康
を
尊
重
せ
よ
﹂
︵
一
九
二
七
年

一
一
月
二
七
日
︶
と
武
夫
に
書
き
送
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

西
川
大
二
郎
法
政
大
学
名
誉
教
授
が
日
本
人
農
業
移
民
の
調
査
の
た
め

ア
マ
ゾ
ニ
ア
を
旅
行
し
た
際
、
武
夫
が
同
行
し
た
。
西
川
が
ブ
ラ
ジ
ル
移

住
時
の
体
験
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
武
夫
は
ポ
ツ
リ
と
﹁
気
の
毒
で
み
て
い

ら
れ
な
か
っ
た
﹂
と
洩
ら
し
た
と
い
う
。
武
夫
の
青
春
期
の
ト
ラ
ウ
マ

は
、
秀
夫
の
社
会
運
動
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
︱
﹁
私
が
感
じ
取
っ
て
い

た
あ
の
心
の
や
さ
し
さ
と
正
義
感
、
社
会
的
関
心
の
深
さ
は
当
時
か
ら
の

も
の
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
﹂
と
西
川
は
回
想
し
て
い
る
。

｢
一
途
に
思
い
つ
め
る
直
情
径
行
型
﹂
︵
田
中
慎
二
氏
︶
の
武
夫
は
、
太
平

洋
戦
争
中
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
来
航
し
て
い
た
日
米
交
換
船
に
乗
り

込
も
う
と
し
た
。
祖
国
の
勝
利
を
信
じ
、
南
洋
開
発
事
業
に
取
り
組
も
う

と
い
う
決
意
か
ら
で
あ
っ
た
。
戦
後
に
な
っ
て
〝
勝
ち
組
負
け
組
抗
争
〟

が
は
じ
ま
る
と
、
敗
戦
を
受
け
入
れ
る
認
識
派
に
加
わ
っ
た
。
そ
の
結

果
、
戦
勝
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
〝
勝
ち
組
〟
か
ら
生
命
を
狙
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

武
夫
は
二
〇
〇
五
年
九
月
一
〇
日
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
ピ
ニ
ェ
イ
ロ
ス
区

の
自
宅
で
老
衰
の
た
め
九
九
歳
で
死
去
す
る
。
脇
坂
勝
則
氏
︵
サ
ン
パ
ウ
ロ

人
文
研
顧
問
︶
は
﹁
非
常
に
正
義
感
の
強
い
古
武
士
然
と
し
た
厳
格
な
人
だ
っ

た
。〝
箴
言
人
を
刺
す
〟
と
い
う
感
じ
で
ね
﹂
︵
﹁
ニ
ッ
ケ
イ
新
聞
﹂
二
〇
〇
五
年

九
月
一
三
日
︶
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
出
し
た
。

︻
注
︼

河
合
武
夫
に
関
し
て
は
、
田
中
慎
二
﹁
交
換
船
で
の
帰
国
な
ら
ず

︱

書
簡
に
見
る

河
合
武
夫
交
遊
録
﹂
︵
﹁
人
文
研
﹂
第
七
号
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文

科
学
研
究
所
︶
を
参
考
に
し
た
。

︵
１
︶
細
川
周
平
﹃
シ
ネ
マ
屋
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
行
く
︱
日
系
移
民
の
郷
愁
と
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
﹄
︵
一
九
九
九
年
二
月
、
新
潮
社
、
九
七
頁
︶

︵
２
︶
根
川
幸
男
﹁
近
代
に
お
け
る
一
日
本
人
キ
リ
ス
ト
者
の
越
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

︱

小
林
美
登
利
の
移
動
・
遍
歴
を
事
例
と
し
て
﹂
︵
﹁
日
本
研
究
﹂
第
四
六
集
、

二
〇
一
二
年
九
月
︶
参
照

［
お
に
し

や
す
み
つ

本
学
教
員
］

四
〇

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
・
二
十
七
号
・
二
〇
一
六
年
六
月


